
練馬区は昭和22年8月1日に板橋区から独立し、23番目の区として誕生しました。

今年の8月1日で独立から70周年を迎えます。

独立当初11万人であった人口も、現在は72万人を超え、今後もさらなる増加が

期待されます。来年の3月までさまざまな記念イベントで独立70周年を区⺠の

皆さまとともに盛り上げていく予定です。
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7月23日 子ども科学講演会・宇宙展示会(JAXA協力) 於：区⺠・産業プラザ3階(ココネリホール）

8月 1日 70周年記念式典 於：練馬文化センター(大ホール）/ 花火フェスタ 於：練馬総合運動場

10月15日 練馬まつり 於：としまえん（この日は大泉第六小学校で「地区祭」も開催されます。）

５年前、練馬区の待機児童数は

５００名を超えていました。

区ではこの５年間で都内最大と

なる５０００名を超える保育所

定員枠を増設し、待機児童ゼロ

に向け、取り組みを加速してまいりました。

その結果、本年４月１日現在の待機児童数を

４８名まで減少させることが出来ました。

今回発生した待機児童は地域による需給のミス

マッチによるところが大きいと分析していま

す。今後、さらなる定員増に加え、地域偏在を

解消する送迎による保育ステーションの活用な

どを提案して 参 り ま す 。

近年、空家の増加に伴い、

防犯や防災面など多くの

課題が浮上していました。

区では昨年、空家の実態調

査を⾏い、区内には1500棟

以上、そのうち老朽化の著しい空家が200棟

近く 存在することを確認しています。

現在開催中の第二回定例会において、条例を定

め、倒壊の危険があるなど、周辺に悪影響を及

ぼす空家に対し、応急措置を施せるような体制

を構築します。 また今後、空家のデータベース

化を進め、公益団体等が有効に活用できるよう

マッチングの強化も提案していきます。
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毎年恒例の商愛会祭が今年も開催されます。

「商愛会祭」は約３５年前に地元の商店会である南大泉商愛会の

皆さんが、地域を盛り上げるために初めて下さって以来、

地域に愛されたお祭りとして⻑らく親しまれてきました。

今年の日程は下記の通りです。奮ってご参加ください。

子ども神輿山車は、近隣のお子様どなたでも参加できますので、

夏の思い出に、是非ご参加ください。（数量限定お土産あり）

また大人神輿は日曜日のみの巡⾏ですが、男神輿・女神輿２基

揃って保谷駅前を巡⾏する姿はまさに圧巻です。

私、かしままさおも毎年、神輿担ぎを存分に楽しませて頂いてい

ます。地元だけでなく、あちこちの地域から同好会の方が担ぎに

来て下さり、大変な盛り上がりです。

地域の粋な伝統を守ってくださる皆さまに心感謝しつつ 、

これからも末永く続けられるよう、地元の区議会議員として、

しっかりお手伝いをしていきたいと思います。

前号で紹介した防犯カメラの取組みをご覧になって頂いた方から「学校通学路への防犯カメラ設置

は良いが、どこに設置されているか、教員や生徒への周知が足りない。」というご意見を頂きまし

た。 仰る通り、設置箇所を把握し、帰路を工夫するなどすれば、万が一犯罪が発生した場合も、よ

り有効な解決手段として活用することが出来ます。今後、「防犯カメラの設置箇所を含めた学校防

犯マップの作成」等を議会で提案してまいります。貴重なご意見、誠にありがとうございます。

皆さまの声をしっかりと区政に届け、必ず形にしてまいります。

どんなささいなことでも構いません。ご意見やご提案など、是非、お気軽にお寄せ下さい‼
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